
 

 

       特別展 

    即中斎宗匠ゆかりの茶道具展 
 

        ２０１１年 ６月 ９日 ( 木 ) ～ ７月 ３日 (日 ) 

毎週月曜日 休館 

開館時間  9:30 ～ 16:30 (入館は 16:00まで) 

         

 

～ 館 内 の ご 案 内 ～ 

□ ３ 階 展 示 会 場 

□ ２ 階 展 示 会 場 

立 礼 席 

呈 茶 席 

□ １ 階 受   付 

（休 憩 所 ・ 電 話） 

□ 地 階 ビデオ上映 （清友ホール） 

「即中斎宗匠を偲んで」(約 26 分) 

上映時間 10：00～ 繰り返し上映  (15：35 頃終了) 

              
   ※ 展示道具の写真撮影は、御遠慮ください。 
 
   ※ 館内は全面禁煙ですので、御協力をお願いします。 
 

 ※ 本会期中に展示する全ての道具を記載しております。 

途中、一部道具を入れ替える場合がありますので、 

予めご了承ください。 

 

 

               表千家北山会館  



２階展示会場 
 

 掛 物  一行「山呼萬歳聲」     覚二郎書  

 棚    好 八景棚（本歌） 望月玉成画 襖絵  

 花 入  好 内銀 初霜写 竹                      正玄作 

 掛 物  即中斎画像 松月堂画 而妙斎賛「説似一物即不中」 

 茶 碗  手造 黒 銘 雪間草  即中斎葬儀ノ折ノ勲章台ニノセテ 

 掛 物  一行「寿與山齊福随春至」  覚二郎書（昭和 7 年)  

 水 指  一重口 自筆 ｢清薫｣ノ文字 菊ノ絵     膳所焼 

      内笹蒔絵 竹 銘 阮咸
げんかん

（七賢人ノ内)   即中斎葬儀ノ祭壇ノ竹ヲ以テ 

 風炉先  好 紺紙風炉先屏風 菊桐  (覚二郎時代)  

 皆 具  好 南鐐糸目                       浄益作 

掛 物  大横物 寄書「日々是好日」 惺斎･山本行範･覚二郎･真珠庵和尚  

 茶 碗  自筆 ｢開門落葉多｣ノ文字                 即全造 

      自筆 ｢龍呼雲｣ノ文字                      即全造 

手造 黒 銘 青苔 

      手造 赤 銘 和楽  初造   惺入焼  仕服ハ羽織裂ノ裏地ヲ以テ  

 硯 箱  利休色紙形 自画 竹ノ絵                   一閑作 

 風炉先  賛「西ふけば 東に たまる 落葉 かな」 桑縁風炉先屏風 吹寄せノすきこみ 

 掛 物  寄書 自(覚坊)画 赤蕪ノ絵・汾陽正子 瓢箪ノ絵 

         平井楳仙 ほか門下生 野菜ノ絵 

 炉 縁  真塗 自画 六瓢  豊公伝来ノ朱ヲ以テ 

 釜    好 カニの絵華甲 自筆 ｢華甲｣ノ文字              浄中作 

 掛 物  賛「武さし野」 望月玉成画 桔梗ノ絵・三輪晁勢画 女郎花ノ絵 

 風 炉  好 唐銅眉 雲ノ彫 自画                   浄中作 

 掛 物  寄書 山本行範賛「八玉玲瓏｣ 惺斎･覚二郎･望月玉渓 他画 玉ノ絵 

 大 板  自画 波ノ絵 桐木地                     利斎作 

 風 炉  好 唐銅面取 青海波ノ彫                浄中作 

 掛 物  午絵賛「此馬に乗りて千里を飛びまわれ 
            達者を己(おの)が鞭にこそして」 (昭和 14 年 而妙斎初節句ノ節)  

 竹台子  桐竹蒔絵 替柱  即中斎書付  
 
蓋 置  好 染付 鳳凰                         即全造 

      好 立鶴スカシ 鉄                      浄中作 



蓋 置   好 青交趾 松葉松子                     即全造 

      好 煤竹 溢
こぼれ

梅
う め

ノ絵                     宗哲蒔絵 

      好 交趾 つくね 三色                    即全造 

自画 波ノ絵                         即全造 

染付 自画 橋ノ絵                      即全造 

青 つくね  彫判有                     覚入作 

      手造 赤 つくね  彫判有         覚入焼 

      手造 つくね                  朝日焼 

      手造 つくね             膳所焼 
 

 香 合  手造 伽藍               備前 金重陶陽窯 

      瓢  後庭ノ御手作リノ瓢ニテ 

      南紀産 口紅月貝 自(覚二郎)画 山水  

八坂神社境内樟
くすのき

 内ニ鈴蒔絵 甲ニ自筆「瑞祥｣ノ文字     元斎宗哲作 

      手造 ウロコ 自筆 ｢鶴｣ノ字彫        大樋焼 

      蛤 自画 青海波               利斎作 
 

呈茶ロビー 掛物  賛「朝露」 富田渓仙画 茄子ノ絵  
 

立 礼 席 掛物  大横物 ｢金毛獅子吼｣  軸先 即全 

      花入  好 方円籠  

       好 立礼卓 元斎宗哲作（浄益作 丸炉添ウ） 

      釜   霰
あられ

 丸              浄中作 

      水指  青交趾 手桶           即全造 

      茶器  好 鎌倉彫 十牛 平棗     三橋了和作 

      茶碗  手造 黒 銘 千年友 

      替茶碗 自画 メタカ           即全造 

      替茶碗 自画 傘            即全造 

      茶杓  自作 銘 手ナラヒ  

      建水  南鐐エフコ          浄益作 

      蓋置  手造 赤 つくね  彫判有   覚入焼 

 

３階展示会場 (右手の大部屋)  

 掛 物  横物「君が代」 (昭和 34 年 4 月 10 日 皇太子明仁親王ご成婚ノ節) 

 茶 器  信楽 大福茶入  好 仕服 鱗鶴間道 友湖作 添ウ 

      如心斎好 アコタ茶器  替仕服 即中斎ネクタイ裂ヲ以テ  

      朝鮮藤組茶器 (昭和 18 年 朝鮮大神宮献茶ノ節)  



 建 水  朝鮮土産 サハリ (昭和 18 年 朝鮮大神宮献茶ノ節)  

 大しゃもじ  自筆「百八廻廊 月」 (厳島神社献茶ノ節)  

 掛 物  金島桂華画 紫綬図 (昭和 38 年 即中斎紫綬褒章 受章ノ節到来) 

 茶 碗  イタリー製 (即中斎がもとめた茶碗としるされている) 

 水 指  イタリー製 小末広 

 茶 碗  スウェーデン製 銘 渦汐 

 水 指  デンマーク製 一重口 

 建 水  スウェーデン製 

 掛 物  自筆「春風」 替判  軸先 一閑 表具好 

 菓子器  団子盆 五枚二組入 (裏に｢即･中･斎･宗･左｣と一字ずつあり)   川端近左作 

      さくら盆 自画 月ニ花片 一閑作 

 水 指  備前宝珠 即中斎･泰子･健六郎･貴久 合筆 富士絵賛 ｢萬々才」 金重陶陽作 

      自筆 ｢清薫｣ノ文字 堂本印象画 菊ノ絵 皇紀 2600 年(昭和 15 年) 即全造 

      壺形 自筆 ｢涼風｣ノ文字 橋ノ絵  膳所焼 
 

掛 物  自筆 ｢海月｣  替判  軸先一閑 表具好 

 徳 利  自筆 ｢月雪又花によし｣ノ文字          備前焼 

      自筆 ｢雪 月 花｣ノ文字                    即全造 

      自筆 ｢日 月 長｣ノ文字                    即全造 

      自画 梅ノ絵 一双                      即全造 

      自画 若松ノ絵                        即全造 

 酒 次  好 春慶塗 自画 青海波                 橋村萬象作 
  

 掛 物  懐紙「紅葉 洞中清浅瑠璃水 庭土蕭條錦繡林」  軸先 宗哲  

 茶 箱  竹 自筆「閑坐聴松風」 松ノ絵                正玄作  
 

      (携帯用茶道具一式) 袋 木綿間道 

         黒茶碗 一閑作 ／ 溜塗茶入 一閑作 ／ 竹茶筅筒  

 茶 籠  好 籐組一式  籠 蓋裏ニ ｢明歴々露堂々｣ノ文字 

      茶器  元斎宗哲作 ／ 赤茶碗 覚入作 

        茶筅筒 正玄作   ／ 茶巾筒   

 出雲 流し雛  賛「柳緑花紅」 

扇 子  自筆「祥雲｣ 玉ノ絵 ／ 自筆「鶴｣ 蓬莱山ノ絵   

      自筆「初｣・而妙斎(宗員)｢笑｣ 桃ノ絵 ／ 自筆「初詣｣ 御幣猿ノ絵 

      自筆「芦風｣ 鷺ノ絵             中村松月堂画   



 掛 物  一行「春光都在五雲中」   覚二郎書 (昭和 6 年)  

      一行「説似一物即不中」   覚二郎書 (昭和 11～12 年)  

      一行 ｢今宵有心萬燈暗」 (昭和 27 年頃 厳島神社献茶ノ節)  

      一行 ｢青出於藍而青於藍」  軸先 一閑   

      賛「山呼萬歳聲」 汾陽昌三画 兜ノ絵 (昭和 14 年)   

      合作 賛「舞春風｣ 宗員(而妙斎) ｢福｣ノ字・芳紀(若宗匠 6歳) 凧ノ画 

      一行「柳緑 紅」  

 羽子板  好 蓬萊ノ絵 桐木地 大･小「南山寿」 花押 直書        利斎作 

                     惺斎好 松ノ木卓ニノセテ 

 掛 物  一行「松菊萬年歓」 紅唐紙 金泥 

      賛「春光」 尋牛斎(先代 久田宗也)画 土筆
つ く し

ノ絵 

      賛「朝露」 和彦(先代 久田宗也)画 茄子ノ絵 

 

３階展示会場 (奥の小部屋)  

 掛 物  合作 自筆「鶴」 岑一郎(而妙斎)「亀」 

茶 碗  赤 自画 ヤリ梅ノ絵                    覚入作 

      手造 赤 銘 菊の露  

      手造 赤  

      手造 赤平 銘 海辺  初造二十ノ内    惺入焼 

 掛 物  合作 自画 茶碗ノ絵 尾上松緑画 大根ノ絵 

 茶 碗  手造 黒 歌銘 飛石の しめりかげんや 初時雨 

      手造 黒 銘 松雲 

      手造 黒 銘 小槌        九代 大樋長左衛門焼 

      合作 賛「福」 徳力富吉郎画 宝舟ノ絵            即全造 

      合作 賛「寿」 細川護貞画 若松ノ絵  即全造 

 掛 物  賛「五月晴」 泰子画 粽
ちまき

ノ絵 

 茶 器  春慶塗 棗 賛「露｣ 泰子画 朝顔ノ絵 

 茶 碗  泰子手造 

 掛 物  賛「秋色」 泰子画 ほおずきノ絵  

 茶 碗  合作 賛「梅｣ 尋牛斎画 牛ノ絵               即全造 

      合作 賛「清風｣ 堀内宗心画 瀬田唐橋ノ絵   膳所焼  

      萩 自筆 ｢柳緑花紅｣ノ文字              三輪休雪作 

      萩 自画 杜若ノ絵                  坂倉新兵衛作 



 掛 物  合作 岸信介賛「和敬清寂」 自画 茶碗ノ絵  

 茶 碗  萩 岸信介筆 ｢月｣ノ字 自筆 ｢雪｣ノ字        三輪休雪作 

 菓子器  春慶塗 四方盆 岸信介賛 ｢清香｣ 自画 梅ノ絵  

 茶 碗  手造 萩  彫判有              新兵衛焼 

      手造 萩 しぐれ彫  彫判有        休雪焼  
 

３階展示会場 (手前の小部屋) 

 掛 物  横物「柳緑花紅」   軸先 即全 

  自筆「月」  替判   軸先 一閑 表具好 

 茶 杓  即中斎作 十二本入〈裏 溜金蒔絵〉 而妙斎追銘 

        １月 春風  〈芽張柳〉 ／  ２月 春寒   〈氷梅〉 

        ３月 菱餅  〈曲水〉  ／  ４月 かがり火 〈花筏〉 

        ５月 薫風  〈八ッ橋〉 ／  ６月 ほたる  〈早苗〉 

        ７月 七夕  〈笹〉   ／  ８月 涼風   〈波〉 

        ９月 虫の音 〈秋草〉  ／ 10 月 豊年    〈稲穂〉 

        11 月 深山路 〈柴ニ紅葉〉／ 12 月 冬ごもり 〈雪花〉 

      自作 銘 手
た

向
むけ

草
ぐさ

  

      自作 北野三十本ノ内 銘 旅雁  

 掛 物  古画 祇園会 自筆「古画 祇園会 巻物切ノ内 長刀鉾」  
               祇園会二十幅ノ内  表具 長刀鉾 稚児衣裳裂 

 茶 杓  自作 祇園五十本ノ内 銘 茅輪
ち の わ

  

      自作 銘 松風一啜聲  

      自作 三ツ節 銘 三番叟  替判（昭和 53 年）  

      木蓮茶杓 宗員(而妙斎)追銘 西江水   
家元利休忌ノ折 即中斎宗匠いけられし木蓮残木ヲ以テ 

 掛 物  自筆「松風｣  替判  軸先 宗哲 表具好 

服 紗  自筆「有祝｣ 家紋染 大 大西金陽画 鈴ノ絵  

      自筆「相生｣ 家紋染 中 大西金陽画 若松ノ絵  

      自筆「瑞雲｣ 家紋染 小 大西金陽画 折鶴ノ絵  

  即中斎遺帯裂          友湖仕立 

      良子皇后様御好織裂 菊唐草出服紗  三笠宮様より拝領(古稀祝い) 

      寿祝い 自筆 ｢ ｣ノ字  友湖作 

      紫白 染 自筆「南山寿」  友湖作 

扇 子  自筆「白鶴宿｣ 松月堂画 松ノ絵 


